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自然災害伝承碑のウェブ地図公開

国土地理院 応用地理部

環境地理情報企画官 諏訪部 順

令和元年7月22日
関東地方測量部

国土地理院の取り組む教育支援の説明会

-先人が伝える災害の教訓-

自然災害伝承碑の地図公開の
きっかけ

ハザードマップの補完活用

イメージ

現在の公開状況

地理院地図の表示イメージ

これからの活用イメージ

本日の内容
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【資料３】



過去の災害の教訓伝承の重要性
（平成30年7月豪雨災害：広島県坂町）

○ 広島県 坂町 小屋浦地区では、1907年（明治40年）に土砂災害があり、甚大な被害が
発生した旨の石碑が設置されている
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＜避難勧告が出されて2時間後までの避難率＞
坂町全体：3.9％ 小屋浦地区：1.9％

写真提供：大阪府警察

水 害 碑
（広島県坂町小屋浦地区）

出典：中国新聞（2018年11月14日）

岡山県真備地区のハザードマップと浸水実績
○ 倉敷市（平成29年作成）の洪水・土砂災害ハザードマップと7月豪雨による浸水

実績はほぼ一致
○ ハザードマップでは、浸水深が5mのところ（２階でも安全でない）に消防署で

も浸水と示されていた

県立倉敷まきび支援学校

玉島消防署真備分室

まび記念病院

真備中学校

国土地理院が7月7日の映像等
から判読した推定浸水範囲

出典：倉敷市（平成29年作成）洪水・土砂災害ハザードマップ 真備・船穂地区

源福寺
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過去の災害履歴情報（自然災害伝承碑）の教訓を
より活かすべき

岡山県倉敷市真備町 源福寺
写真提供：中国地方整備局岡山河川事務所

○岡山県真備町でも、1893年（明治26年）の供養塔が源福寺に設置されていた。

〇明治26年（1893年）に起きた水害で、真備町は200人以上が犠牲。

供養塔 - 源福寺境内（岡山県倉敷市真備町）
写真提供：中国地方整備局岡山河川事務所

岡山県倉敷市真備地区の事例ー2018.7 西日本豪雨
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慰霊碑の頭まで
水が来た

＜活用イメージ＞土地の成り立ちや災害履歴で
ハザードマップをサポート
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倉敷市ハザードマップ（平成29年作成）
平成30年西日本豪雨の浸水範囲を赤で追記

地形特性情報と災害履歴情報を
「地理院地図」上で重ね合わせ

○ 倉敷市（平成29年作成）の洪水・土砂災害
ハザードマップと7月豪雨による浸水実績
はほぼ一致

○ ハザードマップでは、浸水深が5m以上
（２階でも安全でない）と示されていた

○ 土地の成り立ちと、先人が伝えてくれた
災害履歴を組み合わせ地理院地図で提供

→災害を現実としてイメージ可能に

想定浸水深5m以上

氾濫平野
（浸水・液状化
のリスク）

旧河道
（浸水・液状化
のリスク）

明治26年大洪水供養塔
明治26（1893）年旧暦９
月、台風襲来により高梁川
や小田川の堤防が決壊した。
この大洪水による死者は
2百余名と伝えられており、
供養塔の頭部（矢印）は
当時の水位を示している。

写真提供：中国地方整備局岡山河川事務所

源福寺境内:岡山県倉敷市真備町

水位⇒



地理院地図における「自然災害伝承碑」の表示
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地理院地図における「自然災害伝承碑」の
表示イメージ

※自然災害伝承碑を示すアイコン

国土地理院では、本年６月19日から「地理院地図」において、全国各地に建立されて
いる自然災害伝承碑に関する情報（位置や伝承内容など）の公開を開始しています。

新たに追加

さらに写真をクリックすると
伝承内容や拡大写真が表示

アイコンをクリックする
と碑名や災害名が表示
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「自然災害伝承碑」情報の活用イメージ

身近な災害履歴を学ぶための
学習教材として、小中学校で
活用いただく。

歩こう会などの探訪コースを
設定する際の目標物とするこ
とで、参加者が地域を歩きな
がら自然と過去の災害情報に
触れる機会を創出する。

自然災害伝承碑の情報などを
素材とした防災地図を、児童
生徒が現地調査を交えながら
作成する。

学校における
学習教材

地域探訪の
目標物

防災地図の素材

地理教育や防災教育
への貢献

防災に対する関心を
高めるきっかけ

児童生徒やそのまわりの
大人の防災意識向上

地理教育支援検討部会報告の資料をもとに作成
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